
年度　江戸川区「行政評価」事務事業分析シート

　

平成元年度

 《東井堀親水緑道》一部完成路線

 ア 常勤職員

 イ 非常勤職員 　

 ウ 臨時職員 　

《実施の根拠となる法令等》　

・江戸川区水辺環境基本計画（平成元年策定）

・江戸川区街づくり基本プラン（平成11年策定）

・江戸川区水と緑の行動指針（平成14年策定）

《民間委託やボランティアなどとの協働の状況》　

・全体計画＝18路線・１７，６８０ｍ
・完成路線＝16路線・１６，７８０ｍ

（16年度）

設計 施工

５００ｍ
・全４回開催（場所：南篠崎会館）
・延べ参加人数：７３人
・対象者：沿道住民（南篠崎町1,2丁目）

土木部 街路橋梁課 事業推進係

　一部完成路線である東井堀（南篠崎町1,2丁
目）が18年度に整備完了予定であり、区全体整備
率は約９８％となります。
　19年度以降の未完成路線は本郷用水を残すのみ
となりますが、本郷用水（篠崎町1,2丁目）は東
京都施行の土地区画整理事業完了（29年度予定）
後に整備可能となります。

　下水道普及に伴い、旧河川・用水路の水辺を活かした景観整備により、都市景観の向上、地域コミュ
ニティの創出を目的とします。
〔概要〕
　比較的小規模な旧河川・用水路について、ビオトープ思想を参考に人や動植物にやさしい水辺空間を
ネットワーク化していきます。なお、旧河川・用水路が併設されている幅員が比較的大きいものについ
ては、「親水公園」として整備しており、５路線約９.６ｋｍが完成済みです。
（注釈）ビオトープ：Bio（生き物）とTop（場所）の合成語（合成語）で「それぞれの地域の、野生の
生き物の生息空間」を意味します。

【平成18年４月現在】

（その他の成果）
　本件は、約１年間（計４回）を費やして地域住民
(町会規模）と知恵を出し合った整備内容となって
います。
　その結果、親水緑道に対する「愛着」が芽生え、
本件整備後にはアダプト制度による植栽の手入れや
「生き物観察会」等新たなコミュニティの展開が期
待されます。これらの活動支援は、(財）江戸川区
環境促進事業団が行っています。

（注釈）アダプト制度による植栽の手入れ：
　街路樹の植込みに好きな草花を植えていただける
代わりに日常管理（清掃・手入れ）をしていただく
制度。

95.0% 98%

（17～18年度）

    ・完成区間延長＝１，３００ｍ
    ・未整備区間延長＝５００ｍ
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262,489千円

・整備の基本的な考え方は、区の整備方針により進めるのではなく、沿道住民と意見交換を重ねる
ことで総意を得て行いました。

24,978千円

3.0人

0.0人

0.0人

【人件費と担当職員数】

・設計委託費：７,２２４千円（16年度）
・整備費：２３０,２８７千円
　　　　　　（17年度＝60,287千円、
　　　　　　　18年度＝170,000千円）
・人件費：３名（設計2名×1/2＋工事２名）
　設計担当者を1名とし、設計委託のチェック等
に1名が6ヶ月稼動したものとしました。
　また、工事担当者（施工管理等）2名が6ヶ月を
2ヵ年にわたり稼動（延べ1年間）しました。

このうち、１００，０００千円（約３８％）は、国
からの特定事業に対する交付金（まちづくり交付
金）を受けています。
なお、区負担分に関しては、人件費及び事務費以外
は財政調整交付金として全額歳入されます。

《事業の開始年度》
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親水緑道の計画整備延長

経費の説明

親水緑道整備率成果・目標指標①

路線整備延長 住民との会合回数活動指標①

本件に係る
事業実施経費
(16～18年度）

活動指標②

《事業の目的及び概要》
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ボランティアやＮＰＯの活用の可能性がある。

受益者負担の額は適切である。

対象者や実施回数等は適切である。

　
　親水河川は、地域住民と今日的な水辺の創造により新たな都市景観価値を見出すものであると同時に、
先人の歴史・文化的な要素を持つ重要なシンボルである。
　本路線は１８年度の完成予定であるが、残りの路線（本郷親水緑道）も含め、引き続き推進していくことが
必要である。

所管部長の意見等

民間事業者への委託等の可能性がある。

　【必要性】

親水緑道整備（東井堀親水緑道）

所 管 課 長 評 価

土木部 街路橋梁課 事業推進係

平成１８年度 江戸川区「行政評価」内部評価シート

他の事業と整理、統合する可能性がある。

目的を果たすために有効な事業である。

備　　　考評価項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評点　

30整理番号

所属名

 

事業名

 

 

　【民間活力の活用】　※既に実施している場合は備考欄に表記し、評点は「1」とする。

 

 

　【効率性】

経費を削減できる可能性がある。

効率的に実施するために、工夫、改善等の可能性がある。

成果が上がっている。

公費を投じて実施するべき事業である。

　【有効性】

　【公平性】
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外 部 評 価 委 員 評 価

　【必要性】

公費を投じて実施するべき事業である。  

他の事業と整理、統合する可能性がある。  

　【有効性】

目的を果たすために有効な事業である。

所属名 土木部 街路橋梁課 事業推進係

評価項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評　点　 備　考

平成１８年度 江戸川区「行政評価」外部評価シート

整理番号 30 事業名 親水緑道整備（東井堀親水緑道）

 

成果が上がっている。  

　【公平性】

対象者や実施回数等は適切である。  

受益者負担の額は適切である。

　【民間活力の活用】　※既に実施している場合は備考欄に表記し、評点は「1」とする。

ボランティアやＮＰＯの活用の可能性がある。  

経費を削減できる可能性がある。  

※評価欄の数字は、各項目の評価点です。

○　親水公園は、水辺の生き物にとっても、人間にとっても、いこいの場所であり、心も体も「ほっ」とする
空間です。今後も維持管理等をしっかり行ってほしい。
○　魅力的な事業である。
○　整備後の維持管理については、ボランティアなどの活用が期待できる。

外部評価委員の意見

民間事業者への委託等の可能性がある。  

　【効率性】

効率的に実施するために、工夫、改善等の可能性がある。  
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